
エシカル消費の推進

令和元年11⽉25⽇
静岡県くらし・環境部県⺠⽣活局

生産～流通～消費

人や社会、環境に負荷がかかっている

森林の乱開発による
資源の枯渇

二酸化炭素の排出
による地球温暖化労働への不公正な対価

大量廃棄による食品ロス

＜原材料の調達＞ ＜製造＞

＜流通＞＜小売＞

コスト重視による過重労働



エシカル消費

＜人＞
・フェアトレード商品
・授産所製品

＜社会＞
・被災地応援商品
・寄付つき商品
・地産地消

＜環境＞
・エコマークのついた商品
・エコバッグ
・食品ロス削減

環境への想い

SDGｓの12番目の目標「つくる責任 つかう責任」

取組① エシカル消費の認知度向上

親⼦向けイベント
「エシカル名探偵」

事業者向けセミナー
「エシカル・サロン」

小売店でエシカルのラベルが
ついた商品を探索

エシカルのビジネスモデルと
しての可能性を紹介

消費者、事業者双方に向けた啓発を実施



取組② ポータルサイト｢プラス・エシカル」

「エシカル消費」の意義や、
「エシカルなライフスタイル」を紹介

今後はインスタグラムとリンク

取組③ 静岡文化芸術大学との連携

⽂芸⼤の学⽣が「エシカル」をイメージしてロゴマークを作成

「エシカル」の意味を知り、
環境にやさしい、持続可能な、かっこいい、親しみやすい、
などという印象を持ち、表現をした作品

今後はロゴマークを活用



取組④ エシカル・ラボｉｎしずおか

＜展示ブース＞
・フェアトレード商品の展示・販売
・環境にいい商品の紹介
・授産所製品の展示・販売
・フェアトレードチョコレートの試食
・木のストローの作製体験

＜ステージ＞
・環境に配慮し管理された楽器の紹介
（クラリネット四重奏）
・県内の学校、企業の取組事例報告
・トークセッション
（富永美樹氏、仲本千津氏、西村隆男氏）
・ロゴマークお披露目 ほか

心豊かにするライフスタイルの実現

みんなにいいこと、未来にいいことは、
自分にとっていいことになる

皆さんのくらしに「プラス・エシカル」を


